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日南町下阿毘縁　ハーブデイズ・アボンリー （H23年６月撮影）
◆今年は7月16日まで開園（毎週火曜日定休日、7月8日、9日は臨時休業）

日野郡の連携 特集：協力しあってます、日野郡。
～鳥取県日野地区連携・共同協議会での取組み～

笑顔あふれる村をめざして
～江府町尾之上原地区の集落プラン「美笑計画」～

日野郡和牛の復活をめざして

オオキンケイギクの除去にご協力ください
国道482号下蚊屋バイパスが全線開通しました

げんき森森体験教室のご案内
山根所長あいさつ

ほほえみ
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少
子
高
齢
化
が
進
み
、
社
会
経
済
の
状
況
が
厳

し
く
な
る
な
か
、
日
南
町
、
日
野
町
、
江
府
町
の

日
野
郡
３
町
と
県
が
連
携
・
共
同
す
る
こ
と
で
、

効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
進
め
て
い
こ
う
と
設

置
し
た
「
鳥
取
県
日
野
地
区
連
携
･
共
同
協
議

会
」
。

　
平
成
22
年
７
月
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
約
２
年
。
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
始
ま
っ
て
い
る
日
野
郡
の
連
携

の
か
た
ち
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

悪
質
な
訪
問
販
売
の
防
止

　
生
活
用
品
や
食
品
な
ど
を
強
引
な
手
口
で
売
り
つ

け
る
悪
質
訪
問
販
売
や
さ
ま
ざ
ま
な
消
費
者
被
害
を

防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　● 

黒
坂
警
察
署
、
鳥
取
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー
と
連

　 

携
し｢

消
費
者
啓
発
の
ぼ
り
旗｣

を
郡
内
各
所
に

　 

設
置

　● ｢

悪
質
な
訪
問
販
売
、
お
断
り
！｣

ス
テ
ッ
カ
ー

　 

を
作
り
日
野
郡
全
戸
に
配
布

　● 

消
費
者
意
識
を
高
め
る
た
め｢

消
費
者
川
柳｣

を

　 
募
集
、
優
秀
作
品
を
選
定

　● 

今
年
４
月
か
ら
毎
週
水
曜
日
、
各
町
が
持
ち
回

　 

り
で
専
門
相
談
員
に
よ
る
消
費
者
相
談
日
を
設

　 

置
（
た
だ
し
、
祝
祭
日
、
年
末
年
始
等
に
は
設

　 

け
て
い
ま
せ
ん
。
）

　
特
に
、
消
費
者
相
談
に
つ
い
て
は
、
日
野
郡
３

町
が
連
携
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
郡
内
に
お
住
ま

い
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど
の
町
の
相
談
窓
口
に
で
も

ご
相
談
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 

障
が
い
者
の
皆
さ
ん
の
雇
用
創
出

　
３
町
と
県
が
共
同
し
て
、
作
業
所
へ
委
託
す
る

仕
事
を
年
間
を
通
し
て
計
画
す
る
こ
と
で
、
障
が

い
者
の
皆
さ
ん
が
継
続
し
て
安
定
し
た
仕
事
を
受

注
で
き
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
庁
舎
の
清
掃
、
洗
車
、
プ
ラ
ン

タ
ー
へ
の
水
や
り
な
ど
年
間
２
４
７
０
時
間
分
の

作
業
を
郡
内
の
障
が
い
者
支
援
事
業
所
に
業
務
委

託
し
ま
し
た
。

 

町
と
県
の
職
員
の
合
同
研
修
の
開
催

　
中
山
間
地
域
の
課
題
、
消
費
者
問
題
、
監
査
や

財
政
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
の
職
員
研
修

会
を
３
町
と
県
が
合
同
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
合
同
で
行
う
こ
と
で
開
催
業
務
が
軽
減
し
、
受

講
の
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
ま
た
、
他
町
職
員
と

情
報
交
換
を
す
る
こ
と
で
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

 

乳
幼
児
へ
の
発
達
支
援

　
発
達
の
遅
れ
が
疑
わ
れ
る
乳
幼
児
に
対
す
る
相

談
や
健
康
教
室
、
保
護
者
交
流
会
な
ど
を
郡
内
全

体
を
対
象
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
の
町

で
は
難
し
か
っ
た
医
師
や
専
門
職
員
の
確
保
が
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
、
支
援
の
内
容
が
充
実
し
た
も
の

に
な
り
ま
し
た
。

 

県
道
の
除
雪
を
町
に
委
託

　
住
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
な
道
路
の
除
雪
に
つ
い

て
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
県
道
の
除
雪

を
町
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
県
道
と
町
道
を
町
が
一
体
的
に
除
雪
す
る
こ
と

で
、
交
差
部
分
の
県
道
の
除
雪
に
よ
る
雪
の
か
た

ま
り
が
町
道
を
塞
ぐ
と
い
う
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
県
道
に
関
す
る
相
談
が
町
に

あ
っ
た
際
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
な
ど
効
率
が

ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
効
果
も
で
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
郡
内
全
体
と
し
て
は
一
年
目
の
取
組
み

で
す
の
で
、
今
後
も
住
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を

お
聞
き
し
な
が
ら
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
共
同
情
報
発
信

　
郡
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
一
覧
に

ま
と
め
た
ペ
ー
ジ
「
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を

日
野
総
合
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
設
け
、
各

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
も
リ
ン
ク
を
さ
せ
て
い
ま

す
。

 

広
報
紙
で
の
共
同
情
報
発
信

　
各
町
の
町
報
と
日
野
総
合
事
務
所
だ
よ
り
に
共

同
情
報
発
信
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
住
民
の
み
な
さ
ん

へ
周
知
・
啓
発
す
る
記
事
や
、
特
集
記
事
な
ど
を

掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
（
今
回
こ
の
ペ
ー
ジ
が
第

１
回
目
の
共
同
情
報
発
信
に
な
り
ま
す
。
）
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協
力
し
あ
っ
て
ま
す
、
日
野
郡
。

〜
鳥
取
県
日
野
地
区
連
携
・
共
同
協
議
会
で
の
取
組
み
〜

このページは日南町、日野町、江府町、日野総合事務所が連携、共同して
情報発信しています。町報でも同一記事が掲載される初めての取組みが今
回からスタートします。（鳥取県日野地区連携・共同協議会実施事業）

消
費
者
川
柳
優
秀
作
品

● 

口
車  

う
っ
か
り
乗
れ
ば  

怪
我
の
も
と

● ｢

お
得
で
す｣  

そ
の
言
葉
に
は  

乗
り
ま
せ
ん

● 

ほ
め
ご
ろ
し  

う
っ
か
り
の
れ
ば  

大
や
け
ど

● 

こ
り
ゃ
大
変
と  

決
め
込
ま
な
い
で  

先
ず
相
談
を

● 

お
れ
お
れ
に  

だ
ま
さ
れ
ま
せ
ん  

ば
あ
ち
ゃ
ん
は

日野郡３町イベントカレンダー

→日野総合事務所ＨＰ

　 http://www.pref.tottori. lg.jp/hino-events/

日野郡内で開催されるイベント等を掲載

しています。クリックすると詳しい内容

を見ることができます。

（各町HPからもアクセスできます）

問い合わせ先

日
野
地
区
連
携
･
共
同
協
議
会

事
務
局
（
県
民
局
内
）

電
話 

０
８
５
９

－

７
２

－

２
０
８
３

　　悪質訪問販売業者
撃退グッズのステッカー
とのぼり。
こんなのが玄関に貼ってある
と業者も立ち入りにくい
　ですよね！

鳥取県日野地区連携・共同協議会鳥取県日野地区連携・共同協議会
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地
域
の
将
来
に
不
安
を
抱
く

　
尾
之
上
原
集
落
で
は
、
住
民
同
士
の
絆

も
比
較
的
強
く
、
皆
さ
ん
は
毎
日
生
き
生

き
と
暮
ら
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

現
在
集
落
の
約
半
数
の
世
帯
が
65
歳
以
上

の
方
の
み
で
暮
ら
し
て
い
て
、
10
年
、
15

年
後
の
地
域
の
あ
り
方
に
不
安
を
抱
い
て

い
る
方
も
お
ら
れ
る
よ
う
で
し
た
。

　
ま
た
、
尾
之
上
原
集
落
は
急
峻
な
地
域

で
土
砂
災
害
が
発
生
し
や
す
い
た
め
、
い

ざ
と
い
う
時
の
避
難
計
画
、
支
援
の
体
制

な
ど
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
今
回
、
住
民
み
ん
な
で
地
域

の
将
来
に
つ
い
て
話
し
合
い
「
美
笑(

ほ
ほ

え
み)

計
画
」
を
作
り
ま
し
た
。

笑
顔
に
な
る
た
め
の

　
　
　
　
　
　｢

美
笑
計
画｣

　
普
通
、｢

ほ
ほ
え
み｣

は｢

微
笑
み｣

と
書

き
ま
す
が
、｢

微｣

は｢

少
し｣

と
い
う
意
味

が
あ
り
、
少
し
笑
う
よ
り
美
し
く
笑
う
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
、｢

微｣

を｢

美｣

に
代
え
、
思
い
を
込
め
て
「
美
笑(

ほ
ほ
え

み)

」
と
命
名
し
ま
し
た
。

　
計
画
で
は
次
の
こ
と
を
盛
り
込
み
ま
し

た
。プ

ラ
ン
づ
く
り
で
絆
深
ま
る

　
実
に
30
回
以
上
も
の
会
合
を
開
き
ま
し

た
。
会
合
は
、
皆
が
自
由
に
意
見
が
言
い

合
え
る
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
に

な
る
よ
う
心
が
け
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

前
向
き
な
意
見
が
多
く
出
て
活
発
な
会
合

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
会
合
を
重
ね
る
ご
と
に
、
自
分
た
ち
の

地
域
を
守
り
、
支
え
あ
う
ん
だ
と
い
う
機

運
が
盛
り
上
が
り
、
集
落
内
の
住
民
の
絆

が
さ
ら
に
深
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ

る
よ
う
、｢

美
笑
計
画｣

を
着
実
に
実
行
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
尾
之
上
原
集
落
で
は
、
困
り
ご
と
の
解

決
に
向
け
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
充
分
に

話
し
合
い
具
体
的
な
解
決
策
を
考
え
る
中

で
、
住
民
同
士
の
絆
が
深
ま
り
、
集
落
全

体
が
ま
と
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
集
落
で
も
将
来
の
あ
り
方
を

話
し
合
う
機
会
を
つ
く
ら
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　
日
野
総
合
事
務
所
で
は
、
地
域
の
問
題

解
決
の
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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問い合わせ先

県
民
局
商
工
観
光
課

電
話 

０
８
５
９

－

７
２

－

２
０
8
0

あふれる村をめざして
江府町尾之上原地区の集落プラン｢美笑計画｣

江府町の山あいにあるのどかな尾之上原集落。

　このたび、「みんなでつくる集落プランモデル事業」の採択を受け、

住民が地域の将来について話し合い、安心して暮らせる地域づくり、活

力ある地域づくりに向けて計画(集落プラン)ができました。

　計画完成までに30回以上の会合を開いたという尾之上原自治会のみ

なさん。計画づくり事務局長の宮本勅寛さんにお話しを伺いました。

計画づくり事務局長　宮本勅寛

【
美
笑
計
画
の
概
要
】

●
避
難
生
活
備
蓄
品
の
確
保
、
集
落
住

　
民
名
簿
、
要
支
援
者
名
簿
の
作
成
、

　
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な
ど

●
悪
質
訪
問
販
売
被
害
を
防
止
す
る
た

　
め
の
緊
急
時
表
示
シ
ス
テ
ム(

ボ
タ
ン

　
を
押
し
て
集
落
内
に
知
ら
せ
る
回
転

　
燈
な
ど)

の
設
置
な
ど

●
電
球
の
取
替
え
、
屋
根
の
修
理
、
除

　
雪
、
話
し
相
手
な
ど
高
齢
者
世
帯
へ

　
の
支
援

●
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
再
生

●
通
院
、
買
物
等
の
交
通
手
段
確
保
の

　
た
め
複
数
人
で
車
を
所
有
す
る
車
オ

　
ー
ナ
ー
制
度
の
検
討

●
営
農
組
織
を
設
立
し
た
米
の
直
販
の

　
検
討

　
す
で
に
、
避
難
所
へ
の
備
蓄
品
の
購

入
予
算
を
計
上
、
高
齢
者
支
援
組
織

「
美
笑
会(

ほ
ほ
え
み
か
い)

」
の
立
ち

上
げ
な
ど
、
実
行
で
き
る
も
の
か
ら
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
み
ん
な
で
支
え
合
う
中
山
間
地
域
づ

　
く
り
総
合
支
援
事
業

○
買
物
支
援
に
係
る
取
組
み(

移
動
販
売
、

　
宅
配
サ
ー
ビ
ス
、
空
き
店
舗
を
利
用

　
し
た
小
売
な
ど)

○
助
け
合
い
や
生
活
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

　
取
組
み(

配
食
サ
ー
ビ
ス
、
安
否
確
認
、

　
便
利
業
な
ど)

○
地
域
の
誇
り
を
再
生
、
発
展
さ
せ
る

　
取
組
み(

伝
統
文
化
の
伝
承
、景
観
や
・
環

　
境
の
保
全
、都
市
部
と
の
交
流
な
ど)

○
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
商
品
の
企

　
画
販
売
促
進
に
係
る
取
組
み(

加
工
品

　
の
製
造
や
販
売
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

　
の
開
設
、
宿
泊
施
設
の
開
設
な
ど
）

○
集
落
を
越
え
た
広
域
的
な
運
営
組
織

　
の
設
置
に
係
る
取
組
み

【
補
助
金
額
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
】

◆
地
域
の｢

支
え
愛｣

活
動
の

　
立
ち
上
げ
支
援
事
業

○
地
域
の
方
が
集
え
る
交
流
拠
点
の
整

　
備
、
買
い
物
支
援
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
、

　
福
祉
有
償
運
送
な
ど
地
域
の
方
の
生

　
活
を
支
え
る
取
組
み
を
実
施
す
る
Ｎ

　
Ｐ
Ｏ
法
人
を
新
た
に
立
ち
上
げ
る
取

　
組
み

【
補
助
上
限
額
】

一
事
業
あ
た
り
３
５
０
万
円

◆
鳥
取
力
創
造
運
動
支
援
補
助
金

○
住
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
な
ど
が

　
行
う
取
組
み
で
、
活
力
あ
る
地
域
を

　
創
る
た
め
の
取
組
み

【
補
助
上
限
額
】

10
万
円(

３
次
募
集
９
月
３
日
〜
９
月
28
日)

※

各
補
助
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
県
民
局
商
工
観
光
課
ま
で

県
は
地
域
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
！

地域づくり
サポーターが
お手伝いします！

お   の  うえはら ほほえみ

お  の  うえはら

みやもとときひろ

ほ
ほ
え
み

こんにちは。

地域づくりサポーター(県版集

落支援員)の梅林敏彦です。

集落の皆さんが直面される課

題の解決や地域づくりを専門

家と連携してお手伝いをいた

します。

皆さんの集落には、どんな困

りごとがありますか？どんな

手助けが必要ですか？どんな

ことをやりたいと考えていま

すか？

遠慮なく声をかけてくださ

い。どこへでも出かけて､お

話をうかがいます｡

うめばやし とし ひこ

笑顔
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日野郡和牛の
復活をめざして

　かつて、日野郡は黒毛和牛の有数の産地でし

た。

　昭和30年～40年代、成長や肥りが早くて大

柄な体型になる特徴を持つ日野郡の和牛は、全

国で大活躍し、和牛改良の基礎となりました。

全国の種雄牛の６割を日野郡和牛が占め、全国

から多くの購買者が殺到したという時期もあり

ました。

　その後、消費者の霜降り志向の高まりから、

和牛に求められるものが肉量から肉質に変わっ

ていき、脂肪交雑(サシ)が多く入る血統の牛が

高値で売れるようになりました。鳥取県の和牛

は肉質重視への改良に着手するのが遅れたた

め、子牛価格が長い間低迷していましたが、日

野郡では平成13年から県内でいち早く肉質の

改良を始め、現在では子牛価格も全国平均並み

に回復しています。

日野郡は歴史ある和牛産地

　このため、３町の和牛部会を一つに合併し、

和牛部会会員の積極的な交流や勉強の場を作

り、郡内の繁殖雌牛改良をより一層進めよう

と、このたび｢日野郡和牛部会｣を設立しました｡

　平成24年4月11日には「日野郡和牛部会」設

立総会が開催され、和牛農家の方30名、日野

郡３町の町長、関係機関の方など多数が出席し

盛大に行われました。

　日野郡和牛部会では、｢儲かる牛づくり｣を基

本方針とし、下記項目について活動していく予

定です。

　今年10月には長崎県で全国和牛能力共進会

が開催されます。新たな部会としての活発な活

動が期待されるところです。

日野郡３町で
｢儲かる牛づくり｣を

　しかし、日野郡の和牛飼養農家をとりまく状

況は厳しく、担い手の高齢化、後継者不在、収

益の悪化などで、現在の飼養農家の戸数は激減

しています。

　また、和牛改良を進める母体となる各町の和

牛部会は、農家数の減少などもあり近年は活動

が停滞しており、会員からは「何とかせんとい

けん！」という声が上がってきていました。

日野郡和牛､
何とかせんといけん！

○儲かる子牛づくり
　統一した方針による雌牛改良による能力の向上
　

○活発な交流の促進
　合同研修・視察の開催
　

○統一した支援体制
　関係機関と連携した支援策の実施
　

○若い後継者の育成
　日野郡全体で新たな後継者の掘り起こしや
　技術の継承

【日野郡和牛部会の基本方針】
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毎
年
５
月
か
ら
７
月
頃
に
か
け
て
、

道
ば
た
や
河
原
等
で
鮮
や
か
な
黄
色
の

花
を
見
か
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　
こ
の
植
物
は
「
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ

ク
」
と
い
う
北
米
原
産
の
特
定
外
来
生

物
で
す
。

　
非
常
に
繁
殖
力
が
強
く
、
元
々
生
息

し
て
い
た
野
草
を
追
い
払
っ
て
繁
殖
す

る
た
め
、
日
本
の
生
態
系
に
重
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
栽
培
、
保

管
、
運
搬
、
販
売
、
野
外
に
放
つ
こ
と

は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
み
な
さ
ま
の
家
の
庭
や
畑
に
生
え
て

い
る
の
を
見
か
け
た
場
合
に
は
、
次
の

処
理
方
法
に
よ
っ
て
除
去
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
６
年
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た

江
府
町
内
の
「
下
蚊
屋
バ
イ
パ
ス
」
が

今
年
４
月
に
全
線
開
通
し
ま
し
た
。

　
平
成
４
年
に
米
子
自
動
車
道
が
開
通

し
、
江
府
Ｉ
Ｃ
、
蒜
山
Ｉ
Ｃ
の
供
用
開
始

以
降
は
交
通
量
が
増
加
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
の
江
府
町
内
の
県
境
部
は

道
幅
も
狭
く
、
急
カ
ー
ブ
や
急
勾
配
が
続

く
た
め
、
特
に
冬
場
は
渋
滞
が
起
き
る
な

ど
交
通
に
支
障
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
道
幅
も
広
く
、
カ
ー
ブ
や

勾
配
も
緩
や
か
な
下
蚊
屋
バ
イ
パ
ス

が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
安
全
で

ス
ム
ー
ズ
な
走
行
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
大
山
な
ど
の
観
光

地
や
ス
キ
ー
場
へ
向
か
う
ア
ク
セ
ス
道

路
と
し
て
よ
り
多
く
の
観
光
客
を
誘
客

し
た
り
、
米
子
自
動
車
道(

高
速
道
路)

の
迂
回
路
と
し
て
機
能
し
た
り
と
い
っ

た
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

※

詳
し
く
は
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
外
来
生
物
法
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.e
n
v
.g
o
.jp
/n
a
tu
re
/in
tro
/

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
除
去
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

高さ：30～70センチ程度

花：直径５～７センチ、橙黄色の
　　頭状花が咲く

葉：茎の下のほうにつき、両面に
　　粗毛あり

オオキンケイギクの特徴

【
処
理
方
法
】

①
根
か
ら
引
き
抜
く(

引
く
抜
く
こ
と

　
が
困
難
な
場
合
は
、
種
が
つ
く
前

　
に
刈
り
取
る
）

②
そ
の
場
で
拡
げ
な
い
よ
う
に
２
〜

　
３
日
天
日
に
さ
ら
す
な
ど
し
て
枯

　
ら
す

③
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
密
閉
し
て
燃

　
え
る
ゴ
ミ
と
し
て
処
分
す
る

問い合わせ先

福
祉
保
健
局
福
祉
保
健
課

電
話 

０
８
５
９

－

７
２

－

２
０
３
７

問い合わせ先

県
土
整
備
局
道
路
整
備
課

電
話 

０
８
５
９

－

７
２

－

２
０
６
１

下蚊屋バイパスから奥大山を望む

【下蚊屋バイパス全景】

(

江
府
町
）

国
道
482
号
下
蚊
屋
バ
イ
パ
ス
が

全
線
開
通
し
ま
し
た

さ
が
り

か

や
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皆
様
は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
４
月

に
所
長
に
就
任
し
ま
し
た
山
根
で

す
。

　
日
野
勤
務
は
初
め
て
で
す
が
、
大

山
南
壁
の
雄
姿
、
日
野
川
の
清
流
、

四
季
が
織
り
成
す
情
景
の
す
ば
ら
し

さ
を
全
身
に
感
じ
な
が
ら
勤
務
で
き

る
喜
び
を
力
に
し
て
、
日
野
地
域
発

展
の
た
め
に
精
一
杯
頑
張
っ
て
ま
い

る
所
存
で
す
。

　
さ
て
、
着
任
し
て
改
め
て
思
い
知

ら
さ
れ
た
の
が
少
子
高
齢
化
、
過
疎

化
の
厳
し
い
現
実
で
す
。

　
中
山
間
地
域
対
策
は
、
こ
れ
ま
で

も
力
を
入
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
取
組
み
の
強
化
を
図
る
た
め
、

こ
の
３
月
に
中
山
間
地
域
振
興
条
例

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
重
点
的
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
、
買
い
物
の
利

便
性
の
向
上
、
移
住
定
住
の
促
進
等

が
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　｢

支
え
合
い｣

の
力
を
結
集
し
、
活

き
活
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
将
来
の
発
展
を
考
え
れ

ば
、
若
者
の
働
く
場
を
創
り
出
し
、

定
住
に
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　
日
野
に
は
美
し
い
景
観
や
豊
か
な

森
林
、
水
資
源
、
農
産
物
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、｢

た
た
ら｣

の
里
と
し
て

全
国
に
誇
れ
る
歴
史
文
化
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
資
源
を
十
二
分
に
活

か
し
、
付
加
価
値
の
高
い｢

も
の
づ

く
り｣

、｢
こ
と
づ
く
り｣

に
併
せ

て
、
情
報
の
発
信
を
よ
り
一
層
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
懸
命
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
る
皆
様
の
思
い
と
英

知
を
集
め
、
広
域
的
な
連
携
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
産
業
の
振
興
に
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
日
野
総
合
事
務
所
は
そ
の
推
進
エ

ン
ジ
ン
に
な
る
べ
く
、
各
町
と
も
連

携
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

｢活力ある日野の推進エンジンに｣ 日野総合事務所長　山根　淳史
やま ね じゅんじ

所長新任所感

モリモリ遊ぼう！学ぼう！食べよう！

げんき森森体験教室

げんき森森体験教室実行委員会：環境省米子自然環境事務所､休暇村奥大山､江府町役場､日野総合事務所

問い合わせ先 福祉保健局福祉保健課　電話　０８５９－７２－２０３７
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かけがえのない森のこと、楽しく知ってみませんか⁉
夏休みの思い出と宿題はこれで決まりだね！

体験教室の内容
◎開催日：８月５日（日）少雨決行
◎場  所：鏡ヶ成キャンプ場（休暇村奥大山）　
◎対  象：小学校３年生以上とその保護者の方
◎参加費：お一人様800円
◎服　装：長そで、長ズボン、運動しやすい靴

10時開始→森林のことを知る体験→薪を使ったアウトドア料理→
楽しい木工工作→15時解散

[スケジュール]

＜お申込・お問い合わせ＞

休暇村奥大山(日野郡江府町御机字鏡ヶ成709-1)　電話0859－75－2300　
※申込締め切り：７月29日(日)(定員30名になり次第、募集を締め切ります)

僕たちを
作るよ！
遊びに来
てね!!


